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学校法人三幸学園 

千葉こども専門学校 

校長 高橋 一博 殿 

 

学校関係者評価委員会 

委員長 富永 隆幸 

 

 

学校関係者評価委員会実施報告 

 

2022 年度学校関係者評価について、下記のとおり評価結果を報告します。 

 

 

記 

 

１ 学校関係者評価委員 

①  鶴 奈穂子 （千葉こども保育園 園長） 

②  佐藤 真衣 （2022年度 卒業生） 

③  富永 隆幸（飛鳥未来高等学校 千葉キャンパス 副校長） 

 

２ 学校関係者評価委員会の開催状況 

 2023年 6月 12日（会場 千葉こども専門学校 １号館 401教室） 

 

３ 学校関係者委員会報告 

 以下「自己評価・学校関係者評価報告書」に学校関係者評価委員会コメントとして記載 

 

以上 
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2022年度 学校法人 三幸学園 千葉こども専門学校 

 自己評価及び学校関係者評価報告書 
 

自己評価報告責任者 ： 副校長 脇本 貴行 

学校関係者評価報告責任者 ： 学校関係者評価委員会委員長 富永隆幸 

 

 

1. 学校の教育目標 

学園のビジョン「人を活かし、日本をそして世界を明るく元気にする」、ミッション「人を活かし、困難を希望に変え

る」のもと、保育分野の学校として「こどもを育み、人・社会を活性化することで日本を明るく元気にする」というビジョ

ンを掲げている。 

また「技能と心の調和」を教育理念とし「素直な心、感謝の気持ち、高い意欲を持ち続け、自ら考え、自ら行動する

ことで、社会に貢献する人材」、保育分野として「皆から信頼・感謝されるこどもの未来を育む人材」を育成する人

物像とし、専門学校として社会・業界に求められる人材の育成を進めている。 

   

 

２. 前年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

① 前年度重点施策振り返り 

・「皆から信頼・感謝されるこどもの未来を育む人材」を育成することを方針とし、知識や技術を研究するにと

どまらず人間性を高める教育を展開することにより真の社会で役立つ人材を育成、輩出することができると考

えている。 

コロナ禍において、感染対策をとりつつ、授業内でグループワークや全体に向けての発表等能動的な学習に

取り組んだ。 

学習の成果としては、教員が一丸となって将来の保育者像を具体的にイメージさせながら学校生活を過ごせ

ることができるよう授業での工夫を行うことにより、生徒の意欲の向上につながった。また、就職決定率におい

ても担任・エリア担当中心に、生徒一人一人に合った就職情報の提供、きめ細やかなサポートにより高い結

果を残すことができた。 

今後も引き続き退学率減少に向けた取り組み、実習に向けた指導内容の充実、卒業生へのサポート支援体

制の構築、課外・ボランティア活動の活性化等を課題として取り組む必要がある。近隣の保育施設や商業施

設とコラボレーションした生徒の学びを深めることは継続して行っていく必要がある。 

 

 

②  学校関係者評価委員会コメント 

特になし 
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３.評価項目の達成及び取組状況 

（１）教育理念・目標 

① 課題 

・学園の「教育理念」「目指す人物像」について新人教職員や保護者、生徒への理解の浸透をより強化する 

・保育業界のニーズに対応した人材育成を教職員、また生徒自身が理解し、具体的な目標として自分の思

い描く将来像と合致させる 

 

② 今後の改善方策 

・年度初めにオンデマンド保護者説明会を実施する。またスタートアッププログラムにて指導する他、 

学生便覧を配布し、ホームルームで浸透を図る。 

・教職員には会議や教職員研修にて浸透を図る。 

・保育科・こども総合学科について、収集した情報を多面的に分析し、教育課程の編成、また授業展開に活

用していく 

 

③ 特記事項 

・教育理念・目標、人材育成像を体系化し全教職員への浸透を図る 

・三幸学園の「あきらめない教育」を小冊子化し配布、全教職員を対象に研修を実施 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

佐藤委員：学生時代に教育理念などについて日頃から強く意識して過ごすということはあまりなかったものの、「挨

拶・思いやり・笑顔」は日頃から教室にも掲示してあったことで、学校として大切にしていることであるという印象があ

った。自分たちもできるだけ意識しなければいけないと感じていた。（保育科・こども総合学科について） 

 

鶴委員：保育園では保育理念を入口に掲示して保護者への意識づけを促している。（保育科・こども総合学科に

ついて） 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっている

か） 
４ 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ４ 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されているか ４ 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられ

ているか 
４ 
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（２）学校運営 

①  課題 

・パワーポイント、グループウェア、ＩCＴを活用した授業の充実 

・電子出席簿を活用した出欠管理・成績管理の仕組みの理解、精度の向上 

 

②  今後の改善方策 

・授業でパワーポイントを使用することを推奨。 

・SankoGateの活用推進 

・情報システム部との連携（VR教材などの活用、タブレットを利用しての教科書対応などの推進） 

・電子出席簿の仕組みや精度を向上するための個別指導 

 

③  特記事項 

・全教職員会議を実施し、システムの理解、浸透、研修を行う 

・Wi-Fi環境については、全教職員、生徒にアカウント発行をしている 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

富永委員：高校では SankoGate を保護者向けに活用し、生徒向けには Google クラスルームを使用している。

生徒、保護者にもずいぶん浸透してきている。（保育科・こども総合学科について） 

佐藤委員：学生のころから SankoGate はよく活用していた。Wi-fi は学校内でつながりにくいこともあり、よく接

続が切れてしまうなど Wi-fi は接続が大変だった印象。それが原因で面倒に感じている部分があり、途中で

使用しなくなってしまった生徒もいた。（保育科・こども総合学科について） 

脇本副校長：学生時代、授業などで「もっとこうしてほしい」と感じることなどはあったか（保育科・こども総合学

科について） 

佐藤委員：PPT を使用しての授業はとても分かりやすかったが、先生によっては、教科書の文章を並べている

だけの先生もいたため、ポイントが抑えにくい授業もあった。（保育科・こども総合学科について） 

鶴委員：保育園でも基本的には ICT活用はメインで行っている。具体的には Sway（Googleで作れる動画）な

どを活用している。（保育科・こども総合学科について） 

脇本副校長：日誌を電子化しようとするという動きについてどう感じるか（保育科・こども総合学科について） 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

目的等に沿った運営方針が策定されているか ４ 

事業計画に沿った運営方針が策定されているか ４ 

運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか ４ 

人事、給与に関する制度は整備されているか ４ 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか ４ 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ４ 

教育活動に関する情報公開が適切になされているか ４ 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか ４ 
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鶴委員：良いと思う。必ずしも手書きがすべてではない。（保育科・こども総合学科について） 

脇本副校長：今後も ICT 化の流れで、手書きではなく、タブレットに入力するなど、電子機器の使い方を学ぶ

機会にもなると思うが、どうか。（保育科・こども総合学科について） 

鶴委員：手書きの温かみを大事にするという考え方で、一部電子化を推奨しない園もあることは確かであるが、

いまの時代の流れとしては、電子化が主流になりつつある。しかし電子化になったとしても、作成した文章の見

直しや確認をしっかり行うことも必要。（保育科・こども総合学科について） 

 

（３）教育活動 

①  課題 

・講師の授業力、実践力を身につけさせる技術の向上 

・精神障害、発達障害等の支援が必要な生徒の対応力向上 

・新入教員の育成 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ４ 

目標の設定として、教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修

業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
４ 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ４ 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の工夫・開発な

どが実施されているか 
４ 

関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が

行われているか 
４ 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体

系的に位置づけられているか 
３ 

授業評価の実施･評価体制はあるか ４ 

職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか ３ 

成績評価・単位認定の基準は明確になっているか ３ 

資格（免許）取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか ４ 

人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し、組織できているか ３ 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保す

るなどマネジメントが行われているか 
３ 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資

質向上のための取組が行われているか 
３ 

職員の能力開発のための研修等が行われているか ３ 
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②  今後の改善方策 

・教職員同士の授業見学の実施 

・授業力向上の動画コンテンツの活用 

・授業力、指導力向上、精神障害、発達障害等の対応について研修を実施 

・授業アンケートを活用し、個々の課題の把握とスキル向上を図る 

・教科会や、クラス会など、実践力向上のための情報共有や意見交換の場を作る 

 

③  特記事項 

特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

脇本副校長：授業アンケートについては、全国と比較してもおおむね満足度が高い傾向。保育園との連携を

より深める活動を取り入れていきたい（保育科・こども総合学科について） 

鶴委員：園の子どもたちの生活時間帯と専門学校の授業時間がかみ合わないことが多く、１２：３０～１５：００

を外した時間であればいろいろな連携ができると感じる。（保育科・こども総合学科について） 

脇本副校長：学生時代に授業を受ける中で「もっとこんな授業があったらよかった」などの意見はあるか（保育

科・こども総合学科について） 

佐藤委員：授業は学びの段階を踏んで、スムーズに学べていたと感じる。特にこうして欲しいなどはなかった

が、誤飲や、ケガの対応など、医学に関する実践的な学びがあるとなお良かった。（保育科・こども総合学科

について） 

富永委員：高校の授業ではキャリア教育科目と呼ばれる授業があり、その中で「こども」という科目がある。現

場に即した内容を充実させていきたいと思っており、専門学校との連携をより深めて行きたい。発達障がいや

精神障がいが心配される生徒もいるため、生徒の対応をどう連携を取っていくか、検討が必要。（保育科・こ

ども総合学科について） 

脇本副校長：：専門学校でも学校カウンセリングの希望者も年々増えている傾向。より学校間の連携を深めて

いきたい。（保育科・こども総合学科について） 

鶴委員：保育の現場では、保護者が精神障がいを抱えていたりする場合、対応に苦慮している部分もあるが、

園長や主任などが対応し、できるだけ現場の職員が負担に感じすぎないよう配慮している（保育科・こども総

合学科について） 

佐藤委員：学生時代に、クラス替えの際にクラスの友達とうまくなじめない子もいた。仲の良いグループで、進

級時にクラスを分けられたことで、しんどさを感じていた生徒もいた。はたから見ていて、そういった生徒がかわ

いそうに感じた部分はあった。（保育科・こども総合学科について） 

鶴委員：発達障がいのある生徒も資格取得ができるのか（保育科・こども総合学科について） 

脇本副校長：本人の症状の度合いによる。実習などを無事にクリアし資格取得できている生徒もいる。また、

就職後に活躍している生徒もおり、一概に障がいがあったとしても保育の現場で働けないということではないた

め、生徒に合わせた対応をしている。（保育科・こども総合学科について） 
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（４）学修成果 

①  課題 

・退学者の低減（2019年度：6.2％、2020年度：2.3％ 2021年度：5.1％ 2022年度：7.1%） 

・卒業生の就労状況の把握（活躍・就労状況） 

 

②  今後の改善方策 

・クラス会議の実施。退学防止事例や、退学者アンケートの共有を実施 

・スクールカウンセラーの活用（姉妹校と合同で週 5日常駐） 

・担任と教科担当教員との連携 

・ハイパーＱＵアンケートを活用したクラス運営 

・卒業生および就職先との連携 

 

③  特記事項 

前年度よりチーム担任制をとっており、１クラスに対して複数名の担任が生徒と関わりを持つことで、より生徒

の状況を把握し、退学防止につなげている。（保育科・こども総合学科について） 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

脇本副校長：２０２２年度は７．１％の退学であった。実習でくじけたり、人間関係トラブルが原因で精神的に

負担となったケースもある。１年生よりも２年生の方が退学率が高かったことも課題。（保育科・こども総合学

科について） 

富永委員：高校では、コロナが明けて学校へ通えるようになったこともあり、退学状況は改善されつつある。退

学防止策としては教員と生徒とのコミュニケーションをより意識している。（保育科・こども総合学科について） 

佐藤委員：自分自身も、学生の頃に実習のハードルは高かった印象。慣れない環境に孤独感を感じることも

あった。実習園に恵まれて、周囲に応援してもらいながらやりきることができたが、友人であきらめてしまう生徒

もいた。退学については、学校の対応だけでは防ぎきれない部分もあるように感じる。（保育科・こども総合学

科について） 

脇本副校長：目標喪失など学校として対応ができる生徒のフォローなどは学校としても引き続き力をいれてい

きたい。（保育科・こども総合学科について） 

鶴委員：他園の実習先でうまくいかず、千葉こども保育園で受け入れをするケースがあるが、態度面（保育中

に居眠り）で気になる生徒がいると、園全体の信用にも関わることであるため、保育現場を守るために、学校と

しても検討してもらいたい。（保育科・こども総合学科について） 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

就職率の向上が図られているか ４ 

資格（免許）取得率の向上が図られているか ４ 

退学率の低減が図られているか ３ 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ３ 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか ３ 
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（５）学生支援 

①  課題 

・在校生と就職エリア担当教員との連携 

・卒業生との連携及び支援体制の強化 

・保護者との連携は課題のある生徒に偏る傾向がある 

 

②  今後の改善方策 

・エリア担当教員は在校生の適性に応じた実習先、就職先支援を行う。 

・卒業生 LINEの活用 

・定期的な保護者連絡、学校行事等の見学の機会を設定 

 

③ 特記事項 

・担任、エリア担当によるＴｗｏＴｅａｃｈｅｒｓシステムにて実習・就職サポート 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

脇本副校長：金銭的事情で学校の継続ができない生徒は減っている一方で、保護者との関係性が芳しくなく

学費の援助をしてもらえないなどの理由で、退学につながるケースが複数あった。（保育科・こども総合学科

について） 

佐藤委員：学生時代にそこまで気になることはなかったが、クラスの中では頑張っている生徒と比較的適当に

学生生活を送っているように見られる生徒とゴール（資格取得）は同じであることに、少し悔しさを感じることも

あった。（保育科・こども総合学科について） 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４ 

学生相談に関する体制は整備されているか ４ 

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか ４ 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４ 

課外活動に対する支援体制は整備されているか ３ 

学生の生活環境への支援は行われているか ４ 

保護者と適切に連携しているか ３ 

卒業生への支援体制はあるか ３ 

中途退学者への支援体制はあるか ３ 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ４ 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか ３ 
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（６）教育環境 

① 課題 

・コロナによる実習先の日時調整 

・防災に関するマニュアルの理解と浸透が必要 

 

② 今後の改善方策 

・実習先との密な情報共有 

・実習指導内容の見直しと事前指導の徹底 

・施設の保守点検及び管理 

・生徒の防災意識の啓蒙と緊急時の危機管理の周知徹底 

 

③ 特記事項 

・特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

特になし 

 

（７）学生の受入れ募集 

①  課題 

・教務（教育成果）と広報（生徒募集）の連動を意識した募集活動 

 

②  今後の改善方策 

・教育成果を伝えられる魅力的な広報活動を適正に行う 

 

③  特記事項 

・入学者数 2020年度：116名  2021年度：182名 2022年度：175名 2023年度：189名 

生徒数   2020年度 290名  2021年度 341名 2022年度：382名 2023年度：416名 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ４ 

学内外の実習施設,インターンシップ,海外研修等について十分な教育体制を整備しているか ４ 

防災・安全管理に対する体制は整備されているか ４ 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学生募集活動は、適正に行われているか ４ 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ４ 

入学選考は、適性に行われているか ４ 

学納金は妥当なものとなっているか ４ 
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④学校関係者評価委員会コメント 

特になし 

 

（８）財務 

① 課題 

【中長期計画】 

なし 

 

【予算・収支計画】 

 なし 

 

【会計監査】 

なし 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

② 今後の改善方法 

【中期計画】 

今期は第２次中期計画（2018 年度～2022 年度）の達成状況等の公開と同時に、第３次中期計画（2023

年度～2027年度）を公開する予定である。 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

③ 特記事項 

なし 

 

➃学校関係者評価委員会コメント 

 特になし 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

財務について会計監査が適正に行われているか ４ 

財務情報公開の体制整備はできているか ４ 
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（９）法令等の遵守 

①  課題 

・さらなる法令遵守の推進 

 

②  今後の改善方策 

・職員会議や掲示物などを通し、すべての職員に法令遵守に対する啓蒙を行う 

 

③  特記事項 

・２０１４年度自己評価結果公開を開始 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

特になし 

 

（１０）社会貢献・地域貢献 

①  課題 

・コロナにより、ボランティア活動の参加や地域連携・教育連携の機会が減少したが、今後はコロナ前のように

できるだけ経験させる機会を増やしていくことが課題 

 

②  今後の改善方策 

・ボランティア活動の積極的な斡旋・ボランティア先との関係構築 

・インターンシップを積極的に促し、地域貢献を推進 

 

③  特記事項 

特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

特になし 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

関係法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４ 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４ 

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか ４ 

自己評価結果を公開しているか ４ 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ３ 

生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか ３ 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施して

いるか 
３ 



11 

 

11 

 

（１１）国際交流（必要に応じて） 

①  課題 

・入学者の実習先・就職先の確保が困難（就労ビザがおりない） 

 

②  今後の改善方策 

・入学希望者のニーズに合った対応に努める。 

 

③  特記事項 

・2014年度より「留学生学費軽減入学」制度を実施 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

特になし 

 

４. 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

 

生徒間で意欲に差があるものの、学習の成果として、教員が一丸となって将来の保育者像を具体的にイメー

ジさせながら学校生活を過ごせることができるよう授業での工夫を行うことで、総体的な意欲の向上につなが

った。また、就職決定率においてもエリア担当を中心に、生徒一人一人に合った就職情報の提供、きめ細や

かなサポートにより高い結果を残すことができた。 

今後も引き続き実習に向けた指導内容の充実、退学率減少に向けた取り組み、ボランティア活動の活性化

等を課題として取り組む必要がある。近隣の保育施設や商業施設と連携し、生徒の学びを深めることは継続

して行っていく必要がある。今後も学園の「教育理念」「目指す人物像」について新人教職員や保護者、生徒

への理解の浸透をより強化する。 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

留学生の受入れ・派遣について戦略を持って国際交流を行っているか ３ 

受入れ・派遣、在席管理等において適切な手続き等がとられているか ３ 

学習成果が国内外で評価される取組を行っているか ３ 

学内で適切な体制が整備されているか ３ 


